
瀬戸内市のその他の行政課題について、ご報告します。

【メガソーラーについて】
　10月29日、瀬戸内市に計画されている国内最大級のメガソーラーにおいて、
約900億円の協調融資契約が結ばれたとの発表がありました。
　やっと工事が始まります。

〖工事スケジュール〗
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～月11年62成平事工置設電発光陽太～月3年72成平設新堤潮防　側港津玉　

月の半ばに無事稲刈りを終えました。
　 師楽港側　防潮堤新設 平成27年9月～

　これで、また一年美味しいお米を食べることができます。私は、夏の青田も大好きですが、秋の収穫
〖起工式〗

前の金色に輝く田んぼが大好きです。この大地の恵みに感謝し、この景色を後世に引き継いでいく
11月7日（金）　錦海塩田を見渡せる牛窓オリーブ園

。すまじ感としひしひ、を任責

。すまれわ行てに

　そのためにも、とにかく少しでも皆様のお役に立てるようしっかり勉強し、これからも常に皆様の声に

耳を傾け、訴えていきたいと思っております。

　引き続き力強いご支援の程、よろしくお願い申し上げます。

　これから寒くなってまいりますが、皆様にはどうか無理をなさらず、お体ご自愛ください。

　今回の私の一般質問は

　　・小・中学生の通信機器の利用について

　　・ごみの分別回収について

　　・危機管理について【水道の浄水場の更新について】
　　・図書館、公民館行政の今後について　瀬戸内市の水源は、邑久の福山浄水場・長船浄水場・岡山県から購入する広域の水の３系統があ

しまきだたいてせさげ上り取を　
。すまり

た。邑久の福山浄水場について、老朽化してきており改修が必要になっています。以前は、逐次耐震化しながら
対応することになっていましたが、ここに来て稼働させながらの工事は無理ということで新方式での全面更新

【ごみの分別回収について】の方針が打ち出されました。
　6月議会で、ゴミの分別回収について、その他プラスチックの回収を毎週にするよう要求しましたが、　前回の2月議会にも提出され、説明不足ということで予算を認め

。すまいてっなにうよの次は収回別分のみごのらか月4
。たしでんせま

　今回また、十分な説明がなされないまま合併特例債の補助金に間に合わなくなるということで、新方式での
全面更新ありきとしか思えないやり方でした。
　議会としては、十分な調査研究・説明もなされていないなか、３８億円も要する大きな計画をすぐ判断する訳
にはいかないということで、またも予算を削ることにしました。

　

くさかとしこの一言！

心配なのは、政府が太陽光発電事業者の新増設も凍結するなどして、太陽光発電に集中してい

る再生エネルギーの供給量を制限しようとしていることです。固定価格買い取り制度の見直しも始

めるようで、そのことによって今回の計画に対して瀬戸内市が不利益を被る心配はないのかという

ことです。

しっかり確認して、この計画を見守っていきたいと思っています。

くさかとしこの一言！

建設の経費、そして稼働後の維持管理費をしっかり見極めたうえで、瀬戸内市にとっていちばん

ベストの計画を選択する必要があると思います。

そして何より安全・安心な水が供給できることを考えなければいけません。それとともに、お金を

かければかけただけ、それは市民に跳ね返るんだということも忘れてはいけません。

しっかり勉強して、次こそははっきりとした判断を下さないといけないと肝に銘じています。
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　これは9月に行われた牛窓・亜細亜藝術交流祭での連だこイベン
トです。　
連だこはなぜ上がるのかという説明に大変感動しました。
　『このたこは１つだけではあがりません。繋がるからあがるんで
す。互いに支えあうからあがるんです。』
　まるで、私たちも同じですね。

今回も私の拙い行政報告にお付き合いいただきまして、ありがとう
ございます。
今回はお伝えしたい情報が多すぎて、見難い紙面になってしまって
いることを本当に申し訳なく感じています。
もっともっと勉強して頑張りますので、ぜひ皆様の感想等、何かの
折に声をかけてやってください。
よろしくお願い致します。



【図書館について】
　前回、図書館の入札が不調に終わったことはお知らせしましたが、それに伴い今議会で
７９４０万円の追加予算が提出されました。

【小・中学生の通信機器の使用について】
　小・中学生の通信機器の利用が問題視されています。長船中学校では、通信機器の利用について調査・

分析し、使用ルールを設けています。

　瀬戸内市全体でもこの問題に取り組み調査・分析し、何らかの指導や対策が必要ではないかと訴えました。

　おりしも、県議会でも同じ問題が取り上げられ、調査については県が行うことになったようです。

今回も精一杯抵抗しましたが、残念ながら追加予算は、認められてしまいました。

平成26年2月議会　図書館の規模縮小を求める修正案の賛否

平成26年8月議会　図

　ちなみに愛知県の刈谷市では、今年4月から全小・中学校において学校と保護者が連携して

１）必要のないスマホや携帯電話を持たせない

２）契約時には親子で使用に関する約束を決め、有害サイトの閲覧を制限する

　　 『フィルタリング』のサービスを受ける

３）午後9時以降は親が預かる

の３点を学校とＰＴＡの連名で家庭に要請する、取り組みを始めました。

わが瀬戸内市でもこのような取り組みが絶対に必要だと考えます。

　まず、県下に先がけてこの問題について、『条例を設けませんか。』ということを訴えました。

　予想通り、難しいとの回答をもらったわけですが、『それなら、宣言だけでもしませんか。』

と食い下がりました。それも難しいと言われたわけですが、市長から

『保護者からもルールを設ける等の要望があれば、教育委員会とも相談しながら対応する。』

という回答を引き出すことができました。幸いにも私は中学生の保護者でもあります。

ぜひ、保護者の力も借りながら、実現に向け頑張っていきたいと思います。

くさかとしこの一言！

データを見てもわかるように、瀬戸内市全体でみんなが頑張っていることがわかります。

それと同時に私もそうですが、分別疲れも見受けることができるとは思いませんか。分別を頑張れば頑張るほど、

家の中にごみがあふれてしまっていませんか。

前回の私の一般質問で来年度からは、その他プラスチチックを毎週回収するよう検討すると回答をもらいました

が、それまで我慢できますか。

『市民の頑張りには答えるべき。すぐにでも毎週集めるべき。』

ということを再度強く訴えましたが、残念ながら回答は前回と同じものでした。引き続き訴え続けていきたいと思い

ます。

また、盆の送り火の次の日に特別回収ができないかと、訴えました。以前牛窓では行われていたとのことです。

現在岡山市でも、8月15日の夕方実施されているようです。ぜひこの伝統行事を後世に繋げていくためにも、行政

の後押しが必要だと思います。引き続き要望していきます。

長船の図書室の整備についての要求は、くさかとしこのライフワークとなってきました。

邑久の新図書館の開館と同時に、長船の図書室も整備をするというのが、かねてからの約束で

す。だとしたら、『そろそろ時間ですよ！』ということです。

具体的な計画を提示していただいて、しっかり話し合って進めていく時期だと思います。

新図書館の開館が平成27年3月から平成28年春に延びたのですから、長船の図書室も十分な

準備期間ができたということです。

新図書館を待ち望んでいる人がたくさんいるといわれますが、長船の図書室の整備を待ち望ん

でいる人も同じようにいます。これ以上待たせるわけにはいきません。

※皆さんはどのように、お考えになられるでしょうか?
ぜひ、どしどしご意見をお聞かせください。お気軽に、声をかけてやってください。
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《くさかとしこの主張！》

２月議会で認めたのは、７億５９００万円の工事費であって、いくらお金がかかってもかまわない立派な図

書館を認めたわけではないと認識しています。

今回病院も入札が不調となり、対応策として新聞にものっていましたが、工事費の概算を見直して再入札

する方針ときいています。病院は、収支を追求しなければいけない企業として初期投資はなるべく抑えたいと

の判断だと思います。

一方図書館はもともと利益を追求しない公共の施設です。なので、初期投資を抑える必要は本当にないの

でしょうか。入札が不調となり、足りない分がそのまま今回の追加予算にあがっています。私はこんなことは

とうてい市民に納得が得られるとは思えません。

追加分の７９４０万円があれば、教育現場に使っていただきたいと思います。どこの学校も支援学級が増え

て、教室が手狭になっています。改修の必要な学校はたくさんあります。学校支援ボランティアも各校大変頑

張っていただいていますが、つかえる教室・スペースはありません。

支援員の先生もまだまだ必要です。備前市は全学校に導入しましたが、少しづつでもエアコンの導入も必

須です。トイレの整備も必須です。

小学校１・２年生は３５年学級の補助が国・県からでていますが、３年生になったとたん４０人学級にもどっ

てしまい困っています。赤磐市は市の負担で全学年３５人学級にしました。

その他、あげていたらきりがありません。こういった教育現場にこそ予算の投入が必要なのではないでしょ

うか？

図書館の追加予算を含む補正予算の賛否


